
《創成科学研究科　博士前期課程　地域創成専攻》

・ディプロマ・ポリシーに特に強く関連するものは◎、関連するものは○を記入する。

 ディプロマ・ポリシー　
【1．学識と研究能⼒及び
⾼度専門職業能⼒】

【2．豊かな⼈格と教養及
び⾃発的意欲】

【3．国際的発信⼒及び
社会貢献】

　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知

識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を

有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有

する。

必修 選択 自由

研究科基盤教育科
目

データサイエンス ○ ○ ○

１．データの性質を見極め、データから課題解決に役立つ情報を
抽出できる
２．データに基づいて問題を考察し解決するプロセスを体験する
３．専門の異なる人と協働して問題解決できる

大薮　進喜, 石田　基広, 村上
公一, 河田　佳樹, 大石　篤哉,
奥嶋　政嗣, 宋　天, 谷岡　広
樹,Shin Kou, 時実　悠

2

国際協力論 ◎ ○ ◎

・文化を異にする地域に技術移転する際には、その技術を受容
する社会の文脈理解が必要であるということを理解する。
・グローバルな状況のなかで技術を社会実装する際に必要な社
会科学的知識やスキルを身につける。

内藤　直樹, 饗場　和彦 1

グローバル社会文化論 ◎ ○ ◎
・グローバル社会に対応できる国際的な視点を身につけている。
・グローバル化社会の課題について理解している。
・グローバル化する文化について理解している。

荒武　達朗, 山口　博史, 依岡
隆児, 井戸　慶治

1

グローバルコミュニケーションA ○ ◎ ◎

・世界の人々が第二言語としての英語を用いてどのようにコミュ
ニケーションを行っているかを学ぶと同時に、ネット上でボーダー
レスに世界にむけて英語で発信するための自信をつける。
・グローバル化した社会において、変化する社会や活動の場を
求めて、知識や世界の人々と協働するためにネットワークをつく
る重要性を理解する。

田久保　浩 1

グローバルコミュニケーションB ○ ○ ◎

１．世界の先端技術・科学に関する専門的内容を学修し，国際
的な技術動向や科学の実について理解を深める。

２．先端技術・科学に関する専門的内容を英語で理解し，英語に
よる表現力やプレゼンテーション力を深める。


安澤　幹人, コインカー　パンカジ
マドウカー, 蒋　景彩, ナカガイト
アントニオ, 宋　天,
KARUNGARU STEPHEN

1

グローバルコミュニケーションC ○ ○ ◎

１．先端技術・科学に関する専門的内容を学修し，外国の技術
動向や産業の実情について理解を深める。

２．先端技術・科学に関する専門的内容を理解し，英語によるコ
ミュニケーション力を身につける。


安澤　幹人, コインカー　パンカジ
マドウカー

1

科学技術論A ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。

２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプ
ローチや評価の仕方を説明できる。


山中　英生, 鎌田　磨人, 橋本
親典, 上月　康則, 石川　真志,
木戸口　善行, 日野　順市, 米倉

1

科学技術論B ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。

２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプ
ローチや評価の仕方を説明できる。


西内　優騎, 杉山　茂, 音井　威
重, 田中　保, 中村　嘉利, 長宗
秀明, 高柳　俊夫, 森賀　俊広

1

科学技術論C ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。

２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプ
ローチや評価の仕方を説明できる。


木下　和彦, 獅々堀　正幹, 寺田
賢治, 伊藤　伸一, 高成　広起,
吉井　一倫, 高橋　浩樹, 大山

1

科学技術論D ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。

２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプ
ローチや評価の仕方を説明できる。


島本　隆, 下村　直行, 高田　篤,
直井　美貴, 伏見　賢一, 小笠原
正道, 安間　了, 松尾　義則

1

科学技術論E ○ ○ ○
１．技術・科学に関する最新研究の知識を英語で習得する。

２．異なる分野の問題の所在と，その解決へのアプローチを理解
する。


安澤　幹人, コインカー　パンカジ
マドウカー, 任　福継,
KARUNGARU STEPHEN
GITHINJI, 宋　天, 蒋　景彩, ナカ
ガイト　アントニオ, 大石　昌嗣，

1

ビジネスモデル特論 ○ ○ ○
１．技術や資源を活用したビジネスモデルの基礎的知識を習得
する。


山中　英生, 森　卓史 1

デザイン思考演習 ○ ○ ○

１．【ユーザー中心主義】ユーザー，市場観察から課題抽出がで
きる。

２．フィールドワーク】課題に関連するフィールドワークを実施し，
その情報から課題を正確に分析できる。

３．【アイデア創出】独創的，創造的なアイデアを提案できる。

４．【プロトタイピング】作成したプロトタイプをユーザーに利用し
てもらい，各種フィードバックの内容を基に改善できる。

５．【協調性】作業分担の割り振り，仕事量の分担も適切にメン
バー全員で活動する。

６．【プロジェクト管理】定められた期間内に，メンバーリソースを
管理して最終のソリューション提案まで作り上げる。


寺田　賢治, 金井　純子, 北岡
和義, 片山　哲郎

1

地域企業エクスターンシップ ○ ○ ○
県内企業の業界・業種・職種の存在や魅力を知り、その企業の
魅力や特徴を自身のキャリアに対する考え方と関連させて論じ
ることができる。

山中　英生, 豊田　哲也, 松本
卓也, 森脇　一恵, 川崎　修良

1

実践型地域インターンシップ ○ ○ ○
①職業人としての自覚と責任を実感し、地域社会の牽引役とし
て課題に臨む意識を身につける。
②職場はもとより異業種の人々や他者との関係を構築し、リー
ダーシップを発揮してプロジェクトを完遂する。

山中　英生, 矢部　拓也, 段野
聡子, 松本　卓也, 森脇　一恵,
川崎　修良

1

地域創成論 ◎ ○ ◎

・国内各地で生起している主要な地域課題の本質（要因）を理解
し，その解決に向けての有効な取組事例，施策等を説明できる。

・自らの専門分野を含む総合的な視点から，地域課題の解決，
地域創成の手法について主体的に考えることができる。


矢部　拓也, 饗場　和彦, 高橋
晋一, 田口　太郎, 中塚　健太郎

1

○ ○ ◎

日本語学校や留学生，高校生との交流を通じて，多様な価値観
を理解できるようになるとともに，地域社会，国際社会の一員と
しての意識のもとに，グローバル化が進む現代社会に対応でき
るようになる。

村上　敬一, 吉岡　宏祐

○ ○ ◎

・国際的感覚を涵養し，地域の国際交流に寄与できる．

・総合的な文化研究の基本を身につけている．

・グローバル化する世界の文化について多面的に理解できる．

・調査研究の成果をまとめ，論理的・効果的な形で発表・発信す
ることができる．

・地域の表面的な課題のみならず，その背景にある根源的課題
にまで届く広い視野を持つ


依岡　隆児, 井戸　慶治

○ ○ ◎

・総合的な文化研究の基本を身につけている．
・地域の歴史について、文献・考古両面から理解できる．
・調査研究の成果をまとめ，論理的・効果的な形で発表・発信す
ることができる．
・地域の表面的な課題のみならず，その背景にある根源的課題
にまで届く広い視野を持つ

中村　豊, 衣川　仁

アカデミック・ライティング ◎ ○ ○
１．自分の書いた卒業論文（ないしそれにかわる論文）について
形式面・内容面の不十分な点を認識する。

２．論文の構成や形式について理解する。

山口　裕之, 山口　博史,新田　元
規

1

地域計画学特論 ◎ ○
地域との関わり方から、計画立案、プロセスデザイン、持続性の
確保に向けた一連のプロセスを体系的に理解する

田口　太郎 2

地域社会特論 ◎ ○
授業で示された地域社会に関わる理論の中から，受講生の修
士論文に関連する地域社会に関わる理論を見出し，説明できる
ようになること。

矢部　拓也 2

公共政策特論 ◎ ○

1．地域が抱える公共的問題の構造について説明できる。

2．公共政策学における政策過程モデルを説明できる。

3．公共政策学の学問的動向と現代的課題について説明でき
る。

小田切　康彦 2

法律学特論 ◎
国家をめぐる諸制度・諸問題を理解し、適切に説明できる。


上原　克之 2

経済学特論 ◎
経済学の専門的知識及びそれを踏まえた実態経済の分析能力
を修得する

趙　タン 2

地域構造特論 ◎ ○

・現代日本の地域構造とそれを形成するメカニズムについて理
解し理論的に説明することができる。

・地域の社会経済的課題を地図・統計やフィールド調査に基づい
て実証的に分析する方法がわかる。

豊田　哲也 2

科目の教育目標 担当教員名

専攻基盤科目

単位数

グローバル教育科
目群

3

研究科共通科目

イノベーション教育
科目群

専攻専門科目・教
育クラスター科目

地域創成プロジェクト研究

地域系科目

1／4

令和４年度入学生用　カリキュラムチェックリスト



 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能⼒及び
⾼度専門職業能⼒】

【2．豊かな⼈格と教養及
び⾃発的意欲】

【3．国際的発信⼒及び
社会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知

識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を

有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有

する。

必修 選択 自由

科目の教育目標 担当教員名

単位数

空間情報科学特論 ◎ ○

・実社会における空間的な諸問題をGISを活用して地図化するこ
とができる。

・実社会における空間的な諸問題の解決に資する空間分析を実
行することができる。


塚本　章宏 2

地域文化特論 ◎ ○

現代における有形・無形の地域文化資源の保存・継承・活用を
めぐる課題について理解している．

現代における地域文化の「資源化」に関する取り組み事例とそ
の特色を，当該地域・事例の文脈を踏まえて説明できる．

高橋　晋一 2

専攻専門科目・教
育クラスター科目

地域系科目

2／4



 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能⼒及び
⾼度専門職業能⼒】

【2．豊かな⼈格と教養及
び⾃発的意欲】

【3．国際的発信⼒及び
社会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知

識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を

有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有

する。

必修 選択 自由

科目の教育目標 担当教員名

単位数

地域言語特論 ◎ ○

日本の地域社会における言語動態について，社会言語学的な
視点から明らかにする。実際に言語調査を行い，その結果を分
析することによって，社会言語学的な調査研究のあり方を具体
的かつ体系的に習得することを目標とする。

日本の地域社会における日本語教育の諸問題について，実際
に聞き取り調査を行うなどして，解決策を探っていく。

村上　敬一 2

日本歴史文化特論 ◎

・日本古代中世史，日本考古学上の最新の研究成果をふまえ，
課題と問題点について理解している。

・上を踏まえつつ，比較地域史的視点から，地域独自の歴史像
を再発見する。


衣川　仁, 中村　豊 2

アート表現特論 ◎
・現代における表現をめぐる課題について理解している。

・現代における表現とその特色を，歴史・事例の文脈を踏まえて
説明できる。

河原崎　貴光 2

映像デザイン特論 ◎ ○

映像に関わる諸般の概論的知識を理解する。 ・ 映像編集に積
極的に参加しテクノロジーに関する基本的な知識・技術を理解し
獲得する。 ・ 映像を活用し，視覚的に意図の伝達ができるよう
になる。 ・ プロジェクトの課題に対し映像によって思考を整理し
意味ある成果を表現できる。

佐原　理 2

空間デザイン特論 ◎ ○

・心理や行動を定量的に把握するための統計解析の実践的手
法を習得している．

・建築や都市のデザインの必然性を人間の心理や行動の観点
から説明できる．

掛井　秀一 2

健康社会特論 ◎ ○

・地域における健康づくりやスポーツ推進に関する論文を抄読す
ることができる　

・持続可能な健康な社会づくりに向けた自らの意見を持ち、討論
で深めることができる


佐藤　充宏 2

応用生理学特論 ○ ○ ○

1　疾病と運動との関係を修得している

2　健康づくりのための生活環境を修得している

3　健康に関連する社会的諸問題に対して，その解決に向けた
施策に応用することができる

三浦　哉 2

福祉社会特論 ○ ○ ○

1．人文社会科学にもとづく専門知識、総合的かつグローバルな
視点から地域課題に取り
組むための基礎的な能力を身につけ
る。

2．地域社会の中で生じている介護問題や児童福祉問題、障害
者福祉問題への理解を深め
るとともに、主体的な情報収集・情
報発信するスキルを身につける。

渡邉　克典 2

行動科学 ◎ ○

1　ヒトの行動の生理的特性を修得する

2　ヒトの行動の生理的諸機能の測定評価方法を修得する

3　ヒトの行動の心理的特性を修得する

4　ヒトの行動の心理的諸機能の測定評価方法を修得する

5　健康に関連する社会的諸問題に対して，その解決に向けて
知識を応用する

三浦　哉, 佐藤　裕 2

健康科学特論 ◎
人間の身体の構造と機能を細胞レベルから学び，運動のメリット
とデメリットについて総合的に理解する。

山口　鉄生 2

健康心理学特論 ◎ ○

1. スポーツ及び身体活動が「運動」として心身にどのような影響
を与えるか理解する

2. リラクセーション技法が「休養」として心身にどのような影響を
与えるか理解する

3. 人間の“からだとこころ”の関係について議論し，地域におけ
る心身の健康づくりの基本を学ぶ。


中塚　健太郎 2

運動栄養学特論 ◎
運動栄養学に関する基礎的知識・科学的理論を習得し，過去・
現在の研究動向について説明できる．また，自身の研究との関
連性を説明できる．

羅　成圭 2

グローバル社会特論 ○ ○ ◎

・現代におけるグローバル化が、トランスナショナルかつローカ
ルに生じていることを、具体的に理解している。

・社会、経済、文化、政治の諸側面におけるグローバル化の特
質を、個別事例の文脈を踏まえて、かつ文脈を超えた趨勢として
複合的に説明できる。

山口　博史 2

グローバル文化特論 ◎ ○ ○
グローバルな状況のなかで課題を発見し、問題解決をおこなう
ために際に必要な社会科学的知識やスキルを身につける。

内藤　直樹 2

国際関係特論 ○ ○

・国際社会の仕組みや特性の基本を理解している。

・現代国際社会の傾向と課題について知識を習得している。

・地域社会を国際的な視点からとらえることができる。

・現代社会における国際的性質の諸課題に対して取り組む意欲
を持てる。


饗場　和彦 2

国際経済特論 ◎
受講者の問題意識に基づき当該国の問題を経済学的視点から
捉えることができる。

水ノ上　智邦 2

応用倫理学特論 ◎
環境倫理学的な問題について、学問的知見から評価・判断する
ことができる。

山口　裕之, 熊坂　元大 2

言語コミュニケーション特論 ○ ○ ○
世界語としての英語という言語をより深く理解するとともに，グ
ローバル化が進む地域社会における国際交流を促進するため
の英語コミュニケーション力を身につける。

中島　浩二, 山田　仁子 2

英語圏文化特論 ◎ ○
地域における多文化共生社会の創成に寄与することができるよ
う，英語圏の文学を中心とする文化的な知識と教養を自分なり
に修得すること。

山内　暁彦, 吉田　文美 2

英語圏歴史文化特論 ◎ ○

・現代のグローバル社会の形成について、歴史的パースペクティ
ブを踏まえて理解できる。

・現代の多文化社会の形成とその地域の歴史とのかかわりにつ
いて説明できる。


佐久間　亮 2

ヨーロッパ文化特論 ○ ○

・学際的・総合的な文化研究について理解している．

・グローバル化する文化を理解し地域のグローバル化に対応で
きる

・地域における国際交流の必要性を理解している


依岡　隆児,田中　佳 2

アジア文化特論 ◎
中国における親族組織、村落、地域、国家に対する理解を深め
る。

荒武　達朗, 新田　元規 2

日本言語文化特論 ◎

・日本の古典・近現代文学全般に亘る理解力，洞察力を獲得す
る。

・上記の目標達成と同時に，日本文化としての日本文学の特質
に関する理解ができるようになる。


堤　和博, 河田　和子 2

日本文化特論 ○

While reading works about literary theory and texts written by
Murakami Haruki students acquire a certain awareness of the
characteristics of modern Japanese literature, and reconsider
Japanese culture and literature from a global point of view. 
文学理論についてのテキストや村上春樹の作品を読みながら学
生は現代日本の文学を中心とする文学的な知識と教養を修得
し、グローバルな視点から日本文学と日本の文化を再考できる。

SCHIEDGES OLAF 2

専攻専門科目・教
育クラスター科目

グローバル系科目

地域系科目
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 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能⼒及び
⾼度専門職業能⼒】

【2．豊かな⼈格と教養及
び⾃発的意欲】

【3．国際的発信⼒及び
社会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知

識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を

有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有

する。

必修 選択 自由

科目の教育目標 担当教員名

単位数

防災・危機管理クラスター ○ ○
防災・減災関連技術など社会のリスク管理に関連した基礎知識
を習得する。

各科目担当教員 2

地域開発クラスター ○ ○
徳島の地域特性を活かした社会再創生のための基礎知識を習
得する。

各科目担当教員 2

メディカルサイエンスクラスター ○ ○
理学・工学の知識を医学・医療現場に展開するための基礎知識
を習得する。

各科目担当教員 2

ロボティクス・人間支援クラス
ター

○ ○
福祉・介護ロボットや生産技術・流通・計測ロボットなどロボット
関連技術につながる基礎知識を習得する。

各科目担当教員 2

データサイエンスクラスター ○ ○
膨大なデータから必要な情報を分類・抽出し，社会の諸問題を
効率的に解決できるデータ解析手法やその関連技術の基礎知
識を習得する。

各科目担当教員 2

環境共生クラスター ○ ○
地域の自然・文化・社会環境を理解し，人間と環境の調和に根
ざす持続可能な共生社会の実現につながる基礎知識を習得す
る。

各科目担当教員 2

６次産業クラスター ○ ○
地域創生のため，地域の農林畜水産物を６次産業化する実践
力につながる基礎知識を習得する。

各科目担当教員 2

地域創成特別演習 ◎ ◎ ◎ 修士論文作成のための総合的な準備と実践 地域創成専攻教員 8

領域横断セミナー ◎ ◎ ◎

・総合的な学術研究の基本を身につけている．

・論理的思考力と発表スキルの基本を身につけている．

・現代の地域をめぐる多様な課題について理解している．

・異なる研究領域との交流を通して多面的な研究視点を獲得し
ている．


依岡　隆児, 掛井　秀一，山口
鉄生，豊田　哲也, 田中　佳

1
学位論文指導科目

教育クラスター科目
（他専攻）
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